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環境・安全・社会活動報告

• 「経営理念」
製品の品質や安全性を確保するとともに、環境への負荷を減らし、社会と

の共生を図り、快適で豊かな生活に貢献します。

• 「環境・安全基本方針」
➣安全・安心を基本とし、環境を守り、従業員や地域住民の安全・健康を確

保する安定操業管理を行います。

➣地球環境保全のため、省エネ・省資源・廃棄物の削減等再資源化・リサ

イクル化について、合理的な対策を推進します。

➣新製品はその研究開発段階から環境・安全・健康面の検討を行い、より

環境に準じた安全な製品・技術の開発に努めます。

➣遵法精神に加えて自主管理や地域社会との対話に努め、信頼向上を図

ります。



環境マネジメントシステム

◇内部監査・外部監査
レスポンシブル・ケアの一環として、環境、品質のマネジメントシステムの国
際規格であるＩＳＯを認証取得し、継続的改善を図っています。

今後も環境パフォーマンス、製品安全の向上・改善に取り組んで参ります。

認証規格 ＩＳＯ １４００１：２０１５ （初回登録２００７年１１月）

ＩＳＯ ９００１：２０１５ （初回登録２０００年１１月）

※認証は黒部工場のみ



グラフで見る「ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ」の推移(1)

◇省エネルギーの推進
省エネルギー対策として、プロセスの変更、省エネ機器の導入、生産設備の効率改
善、機器の変更、及び運転方法の最適化を行ってきました。
また、インバーター化、照明設備を随時ＬＥＤ化するなど身近な省エネルギ－にも取
り組んでいます。
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グラフで見る「ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ」の推移(2)

◇環境基準順守状況【大気環境】

使用燃料の削減により、ＶＯＣ及び ばいじん、ＳＯＸ・ＮＯＸの削減に取り組んでいま
す。
今後も燃料使用量の低減、燃料の転換、燃焼バーナーの改善などを行ない、継続
して排出量の低減に努めます。
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グラフで見る「ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ」の推移(2)
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グラフで見る「ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ」の推移(3)

◇ＣＯＤ・ＢＯＤの低減【水環境】
工場排水処理設備を生産設備の一環として、日々処理状況を監視及び測定しな
がら、公共水域へのＣＯＤ・ＢＯＤなどの水質汚濁物質の負荷量低減を実施してい
ます。
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廃棄物の削減

➣廃棄物処分量を削減するために、発生量のリデュース（抑制）、リサイクル（再生
利用）及びリユース（再使用）の３Ｒ活動を行い、ゼロエミッション（最終処分量の
削減）を目指しています。また、産廃処理業者 及び再生業者への現地監査を
実施し 遵法にも取り組んでいます。

◇分別リサイクル
➣工場では、廃棄物を適正に分別しています。分別した廃棄物は可能な限り再利

用、再資源化に努め排出量や最終処分量削減を図っています。

◇ゼロエミッション
➣事業活動で発生する廃棄物を、異なった業種間協同での100%再資源化・再利

用化を図るゼロエミッションに、黒部工場で取り組んでいます。



労働安全衛生活動

◇５Ｓ活動／３Ｓ強化推進 （５Ｓパトロール）
５Ｓ活動のうち、３Ｓ“整理・整頓・清掃”活動を強化推進する事で安全で清潔感のある快適な職場作り
に日頃より取り組み 安全衛生委員によるパトロールを実施し 指摘・改善を行いながら５Ｓ活動を行う
事で労働災害撲滅の一助となる様に取り組んでいます。

◇ヒヤリハット/ 安全提案制度
労働災害を未然に防ぐ活動として、ヒヤリハットや安全提案などの制度を導入し危険箇所の改善と危
険行動の防止に努めています。当社では、提案や採用に対し、報奨制度を導入する事でより多くの提
案を得る事に努めています。

◇危険予知活動（KY）
作業前に危険を話し合い、それに対する対策を決め、作業者全員が確認の後、各自行動目標を立て、
安全作業に臨んでいます。過去に発生した労災の記録表を使い、危険予知訓練を行い、作業におい
て、常に何か危険が潜んでいないか考える習慣を持たせるようにしています。安全の先取りを目指し、
危険予知活動を増々活性化させるように努めています。

◇新安全パトロール
毎月１回、各部門責任者及び安全衛生委員が自部門のパトロールを実施し 本質化安全化に向かい
設備改善の取り進めを行っています。



保安防災：緊急時訓練の実施

産業事故あるいは大規模地震など緊急事態の発生に備え、定期的に防災訓練を行い、
人的安全の確保、隣接地域への影響を最小限に止めるべく、円滑な防災活動を行えるよ
う体制を整えています。緊急時処置対応が速やかに行えるように、環境マネジメントシステ
ムにその手順を定めています。

＜消火訓練＞
２０１９年６月

ヤーン工場からの
出火を想定

＜漏洩・流出訓練＞
２０１９年１０月

地震により搬送ポンプの
フランジが外れ粘着剤が
漏洩したと想定



＜企業の森づくり活動＞ ＜女性防犯広報隊活動＞ ＜市内企業見学会＞

地域社会との共生：コミュニティへの参加

地域社会との交流として、地域主催行事のボランティア活動と各コミュニティに積極
的に参加して交流を深めています。
また、地域環境美化運動にも定期的に参加し、企業活動に対する正しい理解を得ら
れるように努めています。
他にも、献血車を会社へ招き、多くの従業員が献血に協力しております。

2019年度 社会活動参加


